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都市公園内に保存された常緑広葉樹林のリターフォール量

片桐成夫⑧吉村徳彦⑧長山泰秀

Amount　of1itter　fa11in　a　evergreen　broad1eaf　forest　reserved

　　　　　　　　　　　　in　the　Rakuzan　park

Sh1geo　KATAGIRI，Nor1h1ko　YosHIMURA，Yasuh］de　NAGAYAMA

　　Abs旋act　The　amount　of11tter　fa11m　a　evergreen　broad1eaf　forest　was

measured　forthree　years1n　the　Rakuzan　park，Matsue　c1ty　The　amua1tota111tter

fa11ranged63～79t⑧ha－1⑧yr－1for　three　years　The　amount　of1eaf11tter　accounted

to36～39t⑧ha・1⑧yr■1and　occup1ed49～57％of　the　tota111tter　Leaf11tter　showed

ac1earseasona1changethatthepeakofamounto㏄urredmApr11toMay　The1eaf
11tter　of0α8切〃oク8z∫o〃∫カ〃α旭ref1ect1ng　the　rate　of　basa1area　at　breast　he1ght1n

th1s　stand

ともにリターフォール量について検討を行った。

は　じ　め　に

調査地およぴ調査方法

　日本全国の都市には保存⑧保護管理された小面積の森

林が数多く存在する。松江市においても城山公園，楽山

公園などに小面積の常緑広葉樹林が残っており，その中

には散策路がもうけられ，市民に利用されている。楽山

公園の常緑広葉樹林は，以前はアカマッが混交していた

が，マックイムシ被害を受け枯死したために，伐採され，

今ではスダジイが優占する森林となっている。この森林

の構造，生産力等を把握することは保護⑧管理を考える

上でも重要である．

　一方，落葉広葉樹林の物質循環に関する研究は茅これ

までに数多く行われているが，常緑広葉樹林の物質循環

に関する研究は意外と少ない（堤ら，1978，川那辺ら，

1980）。リターフォール量に関しては，Brayら（1964）

がまとめた段階では亜熱帯から暖温帯の常緑広葉樹林の

データが欠落する状態であったが，最近になってスダジ

イ林（森ら，1992），コジイ壮齢林（佐藤ら，1993b），

宮崎県綾のイスノキ，タブノキ，カシ類の優占する常緑

広葉樹林（佐藤ら，1993．1995），アラカシ，シラカシ

混交林（竹内，1993），ウバメガシ林（大久保多1995），

横浜の環境保全林（長尾ら雲1996）など常緑広葉林での

測定が行われるようになってきた、しかし多都市公園内

の森林は山地の森林とは条件が異なり劣その物質循環を

明らかにしておくことは重要である。そこで，楽山公園

内の常緑広葉樹林の種組成，林分構造を明らかにすると

　調査地は島根県松江市西川津町に所在する楽山公園内

の常緑広葉樹林である。数年則まではアカマツの大径木

が存在していたが，マツクイムシ被害を受けほとんどが

枯死したために伐倒駆除がなされ，アカマツは残ってい

ない邊

　調査地内に20m×15mの方形プロットを設置した。

プロットは西向き斜面に位置し，平均傾斜は21。であ

る再プロット内の胸局直径45cm以上の個体について

毎木調査を行った．プロットの本数密度は1117本／ha，

平均胸局直径は244cm，平均樹高は111：m予胸高断面

積合計は748m2／haであった。

　調査地の気温および松江市の降水量は図1に示したと

おりで，3年間の年平均気温は1鵬℃、平均年間降水量

は1570mmであった．

　リターフォール量の測定のために，プロット内に・50

cm×50cmのリタートラップを5個設置した．リター

フォールの測定は1994年3月27日から1997年3月8

日までの約3年間である。リターフォールの回収は1ケ

月毎とし，原則として月末に行った何回収したリターフォー

ルは風乾後，葉、枝多その他に分け，葉は常緑広葉樹う

落葉広葉，針葉樹に分け，常緑広葉樹はさらに樹種毎に

分けて重量を測定した。それぞれの組成毎に絶乾率を求

めて、重量は絶乾基準で示した。
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表1　調査地の樹種別本数，平均直径，平均樹高，断面積合計

樹種

スダジイ

モチノキ

クロキ

ェゴノキ

モミ

ヤブツバキ

コシアブラ

コハウチワカェデ

タブノキ

ハゼノキ

立木本数　　　DBH　　　H

本／ha　　　cm　　　m

447

186

112

74

74

74

37

37

37

37

全体　　　　　　　　1117

37，4

18，9

15，8

13，4

32．2

5．5

84
18．7

6．0

7．2

12．49

10．71

10．96

11．31

13，70

5．20

10，55

9，90

5，97

9．85

244　　　　　11．1O

胸高断面積合計

　　m2／ha

54，45

6，04

2，29

1．06

932
0，18

0，21

1，02

0，11

0．15

本数割合　　断面積合計割合

　％　　　　　　％

40，0

16，7

10．0

6．7

6．7

6．7

3．3

3．3

3．3

3．3

72．8

8．1

3．1

14
12．5

0．2

0．3

14
0．1

O．2

74．82　　　　　　　　　　100．O　　　　　　　　　　100．O
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図1　楽山公園常緑広葉樹林内の平均気温および松江
　　　市の降水量の月変化

あった。樹高分布を見るとモミが飛び抜けて最上層を占

め，その下にスダジイが上層を占めている。これにはも

ともと存在したアカマツがモミと最上層を占めていたが，
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結果及ぴ考察

1．林分構造およぴ種組成

　調査地の林分構造は表1に示すように，スダジイが本

数密度，断面積合計ともにもっとも大きく，本数割合で

40％茅断面積割合で73％と林分の優占種となっている。

スダジイに次いで多いのは本数ではモチノキ、クロキで，

断面積ではモミであった。

　平均胸局直径，樹高もスダジイが最も大きかった、直

径、樹高分布は図1に示すように直径ではモミ，スダジ

イの大径木が分布し，ヤブッバキ，タブノキは小径木で
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図2　調査地の直径および樹高の頻度分布
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マツクイムシ被害によって枯死し，伐採されたためと考

えられる。

　その他の常緑広葉樹，落葉広葉樹はスダジイの下で亜

高木層を形成している．また，表には示していないが，

下層にはアリドオシが密に分布し曾テイカカズラが高木

亜局木に巻き付いていた。

2。リターフ才一ルの季節変化

　常緑広葉樹林のリターフォールは，秋に落葉が集中す

る落葉広葉樹林（片桐ら，1973，片桐ら，1980）とは季

節変化のパターンが異なる。そこで，リターフォールの

季節変化を葉，枝，その他の組成に分けて図2に示した。

いずれの年においてもリターフォール量は5月に最大と

なり，その前後の4月，6月に多くなっている．この傾

向は葉について顕著であり，常緑広葉樹の落葉が新葉の

展開期と一致している。枝は多くの研究例が示すように

季節的な変化は明らかではなく、4月，6月，1月，2月

などに多くなる傾向が見られた。これらの枝の落下は前

線の通過，冬期の積雪などによるものと考えられる、そ

の他は5月と1O月に多くなる傾向が見られ，展葉時の

芽鱗の落下や開花、結実が影響している。

　落葉量について，常緑広葉樹の場合を樹種毎に季節変

化を図3に示す。本数，断面積ともに最も大きいスダジ

イは3年間ともに4月，5月の落葉量が多く雪年間落葉

量の約70％を占め，明らかに新葉の展開時に落葉が起

こっている。この傾向は綾の常緑広葉樹林（佐藤ら

1993a，1995）の5月，アラカシ竃シラカシ混交林（竹内，

1993）の4－5月，ウバメガシ林（大久保，1995）の5

月にピークを示すことや水俣の照葉樹林（N1shiokaら，

1978）のコジイと同じ傾向である．しかし，水俣のコジ

イの落葉が2月頃から増加しているのと異なった傾向で

あり，山陰の気候条件の違いが反映されたものと考えら

れる。モチノキ茅ヒサカキでも量的には極めて少ないが

同様の傾向が認められた。ツル性のテイカカズラでは5

月にピークを示すものの6月から1O月までの間にもピー

ク時のほほ半分の落葉が見られた何この点は高木，亜局

木種と異なった落葉の生理機構が存在する可能性がある、

針葉樹のモミの落葉量の季節変化は図4に示すように，

10月，11月にピークが見られるが，年によって量的な

違いが見られた。落葉広葉樹の落葉は秋に集中する傾向

であり客これまでの落葉広葉樹林の測定結果と同じであっ

た、

2．5

　2．0
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＼31・5
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　　　　　　　　　　畢月

　　図5　モミの落葉量の季節変化

3．年間リターフォール盤

常緑広葉樹林のリターフォールの年間量を表2に示した。

3年間のリターフォール量は合計で6．3～72t⑧ha－1叩r‘1

と約125倍の開きがあるが，平均で7．2t⑧ha－1⑧yr・1で

あった．一般に森林のリターフォール量には年変動があ

るといわれており，中国江西省の常緑広葉樹林

（Katag1r1ら，1997）では4年間に65～＆8t⑧hガ1⑧yr－1

と変動し、L35倍の開きがあったとされているのに比べ

て変動は小さかった。本調査地のリターフォール年間量

は，堤（1987）の13プロットの平均で651t⑧ha－1⑧yr・1，

小村ら（1970）の水俣の照葉樹林で626t⑧ha・1⑧yr－1，

綾の常緑広葉樹林の8．46～8．98t惑ha－1⑧yr■1（佐藤ら、

1995），アラカシ爾シラカシ混交林の6石3～8．40t亀ha－1⑧

yr・1（竹内事1993），ウバメガシ林の8石3t⑧ha－1⑧yr■1

（大久保，1995）茅中国江西省の常緑広葉樹林（Katag1n

ら，1997）で65～88t⑧ha一㌔yr・1と比べて大きな違い

は認められなかった。

　組成ごとにみると落葉量は36～32t叱a・1⑧yr－1で年

変動はほとんどみられなかった。落葉量は綾の常緑広葉

樹林（佐藤ら，1995）の445～5．16t鱈ha－1叩r－1、ウバ

メガシ林（大久保、1995）の5．19t⑱ha■1叩r．1，横浜の

環境保全林（長尾ら雪1996）の578～720t竃ha一’蝪yr－1

に比べると少ないが予コジイ壮齢林（佐藤ら，1996）の

2幽～357t⑧ha－1⑱yr－1，アラカシ鯵シラカシ混交林（竹

内，1993）の233～5．12t⑱ha－1⑱yr－1に比べると大きな

差はなかった。しかし雪枝㊧その他はL0～3ム03～23

t鰯ha－1⑧yr－1と約3倍の開きがあった。安定した森林で

は林分葉量がほぼ一定であるために，落葉量は変動が小

さいのに対して枝やその他は気象要因による物理的影響雪

開花鱈結実の年変動の影響を受けたために変動が大きかっ

たと考えられる。落葉量とそれ以外の組成の比率は49



片桐ほか：常緑広葉樹林のリターフォール量 9

表2　リターフォールの年間量

年度 1994 1995 1996　　　平均　　　　％

　　　　　　　スダジイ

　　　　　　　モチノキ

　　　　　　　テイカカズラ

　　　　　　　ヒサカキ

落葉　　　　　タブノキ

　　　　　　　ヤブツバキ

　　　　　　　クロキ

　　　　　　　モミ

　　　　　　　落葉樹

　　　　　　　その他

3，04

0，24

0，06

0．022

0．007

0．OO

O．00

0．052

0．045

0．14

3，10

0，32

0，09

0伽3
0．O04

0．OO

O．013

0．O13

0，00

0．13

3，23

0，34

0，07

0．007

0．O06

0．023

0．003

0．049

0．065

0．09

3，13

0，30

0，07

0．014

0．006

0．008

0．005

0．038

0．036

0．12

84．1

8．1

1．9

0．4

0．2

0．2

0．1

1．0

1．0

3．2

／J＼言十　　　　　　　　　　　　　　　3．60（57） 3．68（49） 338（49）　3．72（51）　　100．O

枝 099（16） 1．04（14） 3．17（40）　　　　1．73（24）

その他 1．74（27） 230（37） 0．84（11）　180（25）

合計 6．34 7，52　　　　　　　　7，88　　　　　　　　7．25

1994：94／03／27～95／03／20．1995：95／03／21～96／03／12．1996：96／03／13～97／03／08

単位：t⑧ha－1叩r－1　　（）内は合計に対する割合（％）

～57％で、Kiraら（1967）が報告している1：1に近く

なっていた。

　落葉量を樹種ごとにみるとスダジイが30～32t⑧

ha■1⑧yr－1と最も多く，落葉量の83～85％を占めていた。

これに次いでモチノキが多く雪024～033t亀ha・1⑧yr’1

で7～9％を占めていた面この両種の落葉量合計に対す

る割合は林分の胸高断面積合計割合（スダジイ73％，．

モチノキ8％）とよく一致している．その他の常緑広葉

樹の落葉量は量的に少なく，O1t叱a－1⑱yr－1に満たなかっ

たが，ツル性のテイカカズラが割合で17～23％を占め，

季節変化のところでも述べたようにかなりコンスタント

に落下していた。

　針葉樹のモミは，断面積合計割合では125％を占めて

いたものの多落葉量はOO1～005t⑧ha■1⑱yr■1と少なく，

割合も14％以下であった、また，落葉樹は1995年度が

分別されていないので明らかではないが，落葉量割合で

12～17％と少なく，断面積合計割合の19％とほぼ一致

していた。

　以上のように楽山公園内の常緑広葉樹林のリターフォー

ル量はこれまで測定されている常緑広葉樹林とほぼ同じ

であり，スダジイが優占する林分であることからスダジ

イの寄与が季節変化多年間量，落葉割合において大きかっ

た．
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